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中津市では、平成 年の第 次計画策定から市内 地区を生活圏域とし、地区

ごとの住民参加のワークショップ（作業部会）を開催し、 地区ごとの地域福祉活動

計画を策定しています。

第 次計画は、コロナウイルス感染拡大の影響により、作業部会の開催も危ぶまれ

たのですが、回数も少なく、時間も短かい中、多くの住民の方の意見をもとに計画を作

成するために、地区ごとに「ちいきのつながりアンケート」をお願いしました。地域福

祉の現状と問題点、課題がわかるよう、ほぼ記述式のアンケートでしたが、中学生から

９０歳近い方まで 名の方に回答いただきました。

アンケートの構成は、第 次地域福祉計画と地域福祉活動計画を振り返る内容とな

っていると同時に「地域福祉」に係る最近のテーマ

（認知症や成年後見、ひきこもり等）を含めた点に

ついてもご意見をうかがうものでした。

このアンケートを通じて、多様な地域福祉課題に

ついては、支え合いの基礎となる住民の方の力が

必要であることを改めてお伝えする機会とさせて

いただきました。

この集計結果をもとに作業部会を開催し、それ

ぞれの地区の現状や課題について共有し、住民が

主体となって地域の課題やその課題解決に向けた

具体的な取り組みを話し合い、今後 年間で取り

組む実践目標を決定しました。

第 次中津市地域福祉活動計画の策定方法

「ちいきの“つながり”アンケート」集計結果
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南 部
スローガン

※各年ともに９月３０日時点のもの（中津市の統計データーより）

（ ）年 （ ）年 （ ）年

人口

世帯数

高齢化率 ％

一人暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

～ 歳人口

南部地区は歴史ある地縁の深い地域で、

近年においては少子高齢化の影響から、中

津市内の中でも高齢化率の高い地域でもあ

り、つながりづくりのためのサロン活動も

展開されています。また、川や海が近いこと

からの防災への意識も高い地域です。

このような地域状況を理解しながら地域

福祉活動を推進していくための「南部校区

地域福祉ネットワーク協議会“ぽけっと”」

もあり、地区内で活動する団体同士の情報

共有の場や地域福祉情報紙の発行、研修会

の実施などに取り組んでいます。

支え合い・つながろう・安全安心な南部‼

南部
人口 人

自治区数

実践目標①防災情報の共有と体制の強化

実践目標②みんなが集まる地域イベントの工夫

実践目標③ひとり暮らしに声をかけよう

住民主体の地域づくりには、作業部会のように、その地域に暮らすさまざまな人が自分た

ちの地域では、何が問題で、お互いがどのような活動をしていて、問題解決のためには今後

どういう協力が必要なのかを話したり、情報共有する「場」が、計画の有無に関係なく、地

域福祉を進めていくときには必要です。

中津市では、その「場」を「地域福祉ネットワーク協議会」（以下、ネットワーク）とし

て推進しています。

「ネットワーク」がある地区では、定期的に地域のために様々な視点で活動したり関わっ

ている人が、お互いの情報を共有していますので、地域の様々な暮らしの問題点解決に向け

て策定された「地域福祉活動計画」の進み具合（進捗）を確認することも一つの役割となっ

ていきます。

具体的には

①実践目標や活動内容を、活動団体や関係機関、地域福祉活動に係る関係者とで共

有することで、ネットワークに参加している人たちの意識の啓発に繋がります。

②ネットワークで共有することで、活動は「新たなものを生み出す」だけでなく、

無理なく進めるためにも、「今ある活動を継続・発展していく」という視点も重要

です。様々な人や団体が自分たちの活動としてできることを検討・実践したり、

複数の団体で協力し合って検討・実践しながら、その状況をネットワークで共有

し、さらに多くの人にネットワークを通じて啓発していくことで広がります。

③地域の実情は変化していくことから、年に 回程度、ネットワークで目標の進捗

や見直しが必要な場合は話し合って修正していくことも大切です。


